
ミニプラネタリウムを
作ろう

〔対象：小学校5年生以上〕

＊ねらい 暗くした室内の天井や壁に 星を投

影することに より、 星の空間的な広がりを

感じ取ることができるとともに 、 星の動き

を理解させることができる。

「·····[準備物］ 一 ·--------····---------·-····--------··-·---·

＇ ・カッタ ーナイフ ・はさみ ・千枚通し ・

セロテ ー プ ・ホチキス ・マイナスドライ

バー ・のり（スティク型） ・ボールペン

の軸 •紙テープ(2mX 2) • 豆電球お

よびソケット1組 ・電池ケ ー ス2個 。単

l乾電池2個 ・ハトメ1個 ・ボール紙(A

3版厚手） ·30cmものさし ・糸鋸 ・ベ

ニヤ板（厚さl cm、30cm x 40cm) • のこぎ

り ・くぎ（長さ2�2.5cm) ・木工用ボン

ド ・画鋲4個 • 竹ひご（太さ2mm以内、

長さ10cm) ・導線5 cm 

1. ミニプラネタリウムを作る

(1)円筒部の製作

①星図をA3版に拡大したコピ ー をとる。

②ボール紙の全面に まんべんなく、 のりを付け、

①の星図をはる。

③星図の外側の線にそって切り抜く。

（鼻部分はカッタ ーナイフを使うと角まできれ

い に切り抜ける。）

④北緯50度と南緯50度の線に ものさしをあて、 千

枚通しで傷を付けるC (折りまげやすい ように）

⑤星図を机のかどで丸みをつけ、 円筒形にしのり

付けをする。 （春分点が一致するようにする。ホ

チキスで仮止めすると良い）

ボール紙を手で
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時刻盤

紙バンド

⑥傘の形（のりしろ）を少し内側に折る。

⑦北天の星図を切り取る。 次に、 その中央にハト

メをつける。

ア、 千枚通しで穴

をあけ、 ハ トメ

を入れる。 はみ

出し た部 分を

カッタ ーナイフ

で切り取る。（千

枚通しをねじり

ながら少しずつ

穴を大きくする。）
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北天の星図
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イ、 ハ トメをマイナ

スドライバ ーで
） 'l、 メの先端邸を

折り返しながら 予イバーて祈り

つける。

とラン

きたもの きたもの

付けし、重石で固定しながら乾かす 3

盛りを同じにする。）

目

のり付けし、

しておく。

※経線の目盛りはできるだけ一致させる

(2)ラン

ー プ(2 m)にのり付け

をしなが

2�3巻に1回のり付けを

！← 6 cm (Pl筒部の半分の長さ）
！ 

を切り抜き、

ペンの軸が入る穴をあけ

（●）にポ ー ル

しで小さめ

に穴を開け、 次に軸を差し込みはみ出し

をカッターで切る。）

〈横から見た図＞

ー表側—

②カソタ ー で切り収る
〈→

介
ボ ー ）／ペン

付げる C

ていくのも楽しい）

ヤ板を別図のよう

丸みを持たせるとよい）

を下図のように組み立てる。（接合部は

ボンドをぬり、

り取る。（角は

より釘を3本打つ）

る。

合板

スをボンドと画鋲で同定する。

ールペン ム

まわるような穴（●）をあける。 次に、 真上

が0時になるよう

る。（上図参照）

ンドを切り抜き、 ボンドで竹ひごを固定す

ボンドで貼りつけ

ヽ
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ヽ
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プを巻き、 南天の星図 る。

る。（ボールペ

りつけること）

を、 紙バンド

はスム ー ズに回るように取
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t7)宝池ケース2個と言電蛛から0; 膚緑を直タリに-:_i

匁ぐ。（スイッチ！に乾雷池の取は「して朽う）

り虚昧 円箇邸

2. ミニプラネタリウムの使い方

(1) 8月15口

中：池ゲ — — 又

苔時の空を見てみよう0

l
、
-'月11臀（冑人の斤図の中心罪）

す。

（架合部に貼っだも0))

所を合わせろ＾

の8月中旬を探

u〉20且寺と

呂月叶Iし），1,,:1 を

('.l以陽の動ぎを見る。（太陽の穴をあければこう('

うこともーテさると(,lう例であるい、別のミニフ

ラネタリウムでやりだしJ ものである）

による太間の通り道の違し,\を見る。

る夏の太閤ヽ)i璽り道

6./lまだは7 I 1の太陽の動きを見るし

。冬豆〕太陽の通り道

12,/ 1または1/ 1の太陽豆）璽/J苔を見る。

。春分、秋分の太阻(J)通り泊

] / lま1ビは4

分）

1 (脊分）、9 I Jまだitlり/l (秋

の太陽の動苔を見る。

と冬Ci)巾中高度Ci)違いを見るで

真内に｛叶湯が丈だとぎ(i)計度方を調べでみよ

。）
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ネタリウムil)向芯を方位f翌針豆）南北と一致

させ、廿丘くし jだ 部印ぞ、天甘や墨に投店するc

2)lflの動ぎを見る（北を同いて、反時計回り｛こゆっ

くり和1、ず，，）

ぎ
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北豆）壁の炉uJ動 9 を見る。
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